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銘 柄 用 途 お よ び 使 用 特 性

製造寸法

ワイヤ径

mm

溶着金属の化学成分の一例 ％ 溶着金属の硬さの一例
（ビッカース硬さ）

C Si Mn Cr Mo W V 母 材 層数 硬さ 熱処理

G-50／USH-250N

各種ロール、ホイールなどの肉盛溶接や、アイドラ、

各種ローラなどの下盛溶接に用いられます。溶着金属

はパーライト組織で、ビッカース硬さは２５０程度です。

耐割れ性、耐衝撃性に優れています。

３．２

４．０
０．０６ ０．６０ １．８２ － ０．６２ － －

炭素鋼 ３ ２６７ 溶接のまま

トラック
リンク

３ ３０９ 溶接のまま

G-50／USH-350N

トラクタ、ショベルのアイドラおよびリンク、圧延ロ

ール、鉱石車タイヤなどの肉盛溶接に用いられます。

溶着金属のビッカース硬さは３５０程度です。耐衝撃性

が良好です。

３．２ ０．１０ ０．６３ １．９５ １．１０ ０．５２ － －

炭素鋼 ３ ３６１ 溶接のまま

トラック
リンク

３ ４１２ 溶接のまま

G-50／USH-400N

トラクタ、ショベルのアイドラおよびリンク、圧延ロ
ール、タイヤなどの肉盛溶接に用いられます。溶着金
属のビッカース硬さは４００程度です。中炭素鋼に肉盛
した場合、層数による硬さの変化が少なく、均一な溶
着金属が得られます。耐摩耗性、耐衝撃性が優れてい
ます。

３．２

４．０
０．１３ ０．６５ ２．０２ ２．２１ ０．３６ － ０．１７ 炭素鋼 ３ ４０９ 溶接のまま

G-50／USH-450N

トラクタ、ショベルのアイドラおよびリンク、圧延ロ
ール、ローラ、高炉ベルなどの肉盛溶接に用いられま
す。溶着金属のビッカース硬さは４５０程度です。中炭
素鋼に肉盛した場合、層数による硬さの変化の少ない、
均一な溶着金属が得られます。耐割れ性に優れていま
す。また、焼もどし軟化抵抗に優れています。

３．２

４．０
０．１９ ０．７２ ２．２２ ２．６９ ０．６０ － ０．３１ 炭素鋼 ３

４５３ 溶接のまま

４５７ ５５０℃×５h

４３１ ６００℃×５h

G-50／USH-500N

トラクタ、ショベルのローラおよびアイドラ、圧延ロ

ール、ローラ類、高炉ベルなどの肉盛溶接に用いられ

ます。溶着金属のビッカース硬さは５００程度です。耐

摩耗性、焼もどし軟化抵抗に優れています。

３．２

４．０
０．２２ ０．８５ ２．２６ ２．８５ １．１０ １．４５ ０．３２ 炭素鋼 ３

５０９ 溶接のまま

５６５ ５５０℃×２h

５０６ ６００℃×２h

MF-30／USH-550N

圧延ロール、ローラ類、高炉ベルなどの肉盛溶接に用

いられます。溶着金属のビッカース硬さは５５０程度で

す。耐割れ性、耐摩耗性が良好で、また焼もどし軟化

抵抗に優れています。

３．２ ０．３４ ０．５８ ２．１２ ６．７２ ３．７５ － － 炭素鋼 ３

５４０ 溶接のまま

５７２ ５００℃×２h

５９８ ５５０℃×２h

５０３ ６００℃×２h

MF-30／USH-600N

圧延ロール、各種ローラ、コーンクラッシャなどの肉

盛溶接に用いられます。溶着金属のビッカース硬さは

６００程度を示します。耐摩耗性、焼もどし軟化抵抗に

優れています。

３．２ ０．３８ ０．６３ ２．１９ ６．９６ ３．７２ － － 炭素鋼 ３

５９６ 溶接のまま

６３６ ５００℃×２h

６３５ ５５０℃×２h

５７０ ６００℃×２h

―３３４― ―３３５―


	001: 次ページ


